
○立場を通さずに

自分らも常に反省しているけれど、物事を見ていく

場合の観方として、立場から離れて見ていくことの難

しさを強く感じる。実顕地産業部なら実顕地産業部と

して実顕地をどうしていくかというように、ほとんど

自分の立場を通して考えていきやすい。

テーマとして研鑽会で取りあげられるのは、常に何

か問題があって、その問題の処理というようなことに

なる。そういう具体的な問題に絡んでの研鑽は、本当

はどうかという研鑽では全くないのだから、今自分の

置かれている立場から、それはどうしたら良い、こう

したら良いということになって、その上に立って次、

また次というように、だんだん変形されたものになっ

て、純粋なものが見失われていく。

いろんなテーマで研鑽する場合、特にそういう自分

らであることを自覚しながら、全部放したところから、

ヤマギシズム運動とは、供給活動とは、本当はどうい

うものかというところからの、そういう観方・考え方

でいきたいと思う。


